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令和６年度第１回豊臣石垣保存公開検討会議 議事要旨 

 

１．開催日時：令和６年７月 31 日（水）14:00～15:50 

 

２．開催場所：大阪歴史博物館 ４階 第１研修室  

 

３．出席者 

  メンバー：中村座長、伊藤委員、岸本委員、西形委員 

  大阪府教育庁文化財保護課：木村主査、田中技師 

  一般財団法人大阪市文化財協会保存科学室：藤田室長 

  教育委員会事務局文化財保護課：佐藤主任、櫻田学芸員 

  経済戦略局大阪城天守閣：跡部研究主幹 

  経済戦略局観光課：松本部長、末本課長、谷岡課長代理、植木係長、松本係員、森学芸員 

 

４. 議事 

１．事業の進捗状況 

２．石垣モニタリングについて 

  ３．石垣公開施設の展示について（非公開） 

  ４．その他（非公開） 

 

【１．事業の進捗状況】 

事業の進捗状況、スケジュール、現場の状況について説明した。 

 ・意見なし 

 

【２．石垣モニタリングについて】 

 豊臣石垣のモニタリング状況、開館後に運用する管理マニュアル案について説明した。 

（伊藤委員） 

・石垣の中にどの程度水が溜まっているのか、湧水がどこから来ているのか、気になる。 

（岸本委員） 

・石垣背面の水位を確かめた方がよいのではないか。 

 （西形委員） 

 ・流動化処理土の上に水が溜まっている分には大きな影響を及ぼさないと考えるが、常時

水が出ていたり、降雨後に水が出たりということが長期的に続くのであれば心配であ

る。 

・石垣背面の水位と石垣表面の湧水箇所の高さとの差が、石垣に対する圧力となる。距離
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に対する高さの比である動水勾配が大きいと石垣にダメージが発生する可能性があり、

動水勾配が小さいと大きな水圧は働いていないと考えられる。 

 （中村座長） 

 ・石垣背面の含水率が上昇したままである理由や、そのことと石垣の保全・劣化との関連

について、引き続き調査してほしい。 

  

【３．石垣公開施設の展示について】 

・展示業務のスケジュール、展示の概要について説明し、委員より意見があった。 

 

【４. その他】 

・今後の予定（案）、施設名称（案）について説明し、委員より意見があった。 

 

（伊藤委員） 

・地下空間の換気状況や入館者数の増加による室内の CO2 濃度の状況把握について、他

施設においてもモニタリング事例があるため実施してもよいのではないか。 

 

（西形委員） 

・石垣変位のモニタリングは常時レーザーによる計測ができればよいのではないか。 

 

以上 


